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あらまし：JavaScriptのプログラミングの授業において，講義内容のスライドをスクリーンに投映して講義をし，教

科書の文法とプログラム例を説明した．その後，文法事項を練習するプログラム例と演習問題を記載した資料を配付

して，説明した．プログラム例を参考にして，演習問題のプログラムを作成する演習をした．できるだけ授業中にプ

ログラムを完成するように指導し，そのプログラムと報告書のファイルを eラーニングの機能で提出させた．最後の

14週に，学生自身が考えた自主課題のプログラムを作成させて，それを実行させて，相互評価させた．その結果を参

考にして，15週までに修正させて，再度相互評価させた．事前と事後に用語認知度調査と意識調査をした．意識を向

上させるために役に立つ活動の数について意識と活動のクロス集計表を用いて，クラスター分析とχ２検定の結果か

ら，意識を向上させるために役に立つ活動を知る． 
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1. はじめに 
現在，高等教育機関を中心にして，効果的で，効率のよ

い，魅力的な授業にするために，ブレンディッドラーニン

グが実施されている(5)．著者はもの作りと評価活動を取

り入れた問題解決力を育てる大学教育を進めている(3)．

講義の支援として，多様な学生に学習する機会を増やし，

個人に対応して予習や復習が｢いつでもどこでも｣できる

ように支援することが提言されている(2 )． 

その一環として，著者は講義整理ノート，eラーニング

(講義スライドによる学習，演習問題による学習，学生作

成教材の相互学習と評価)，小テストなどを組み合わせた

ブレンド型授業を実践して効果があったことを報告した
(3)．また，理解度アンケート調査を取り入れて，教員との

相互作用を増やすことによって，更に効果を高めること

ができることも報告した(4)． 

PHPプログラミングの授業において，理解を深めるため

の方法が提案されている．その中で，ブレンド型授業は効

果があると報告されている(7)．作品について協調学習し

て，その評価したことが報告されている．意識の向上に役

に立つ活動も報告されている(8)．プログラミング力に関

する意識によってクラスター分析をして，意識と学生を

分類して，各学生グループの特徴が報告されている(7)．力

に関係した意識が全体として事後に向上したことがわか

った．その中でも，一般的な力に関係した意識よりも，プ

ログラミングに関する意識が向上したことがわかった(7)．

課題が難しいために一般的な力に関係した意識があまり

向上しなかったのか，プログラミングでは一般的な力に

関係した意識はあまり向上しないのかを知る必要がある． 

JavaScriptプログラミングにおいて，用語認知度調査

と意識調査して，それらの向上の程度を知る．更に，課題

をやさしくすると，先行研究より一般的な力に関係した

意識が向上するかどうかを意識について分析した(9)．こ

こでは，意識を向上させるために役に立つ活動の数につ

いて意識と活動のクロス集計表を用いて，クラスター分

析とχ２検定をして，その結果から，意識を向上させるた

めに役に立つ活動について，報告する． 
 

2. 授業設計と授業内容 
Ａ大学情報系学科では，1年次にＣ言語を習い，2年次

に PHPを習っている．そのため，3年次では，プログラミ

ングの言語として，Perl，Java, JavaScriptの中から選

択させている．ここでは，JavaScriptを選択した受講生

21 人を対象にする．この授業をブレンド型授業で，1 回

90分で，15回行った．動機付けるためと理解度を確認す

るために，15回の授業後に定期試験をした． 

今日のインターネットで Web サービスを行うには Web

サーバ側で動的に CGI などのプログラムを動かして Web

ページを変更している．本講義では，CGIとしてよく利用

されているJavaScript言語を学習し，基本的なプログラ

ムの動かし方に加えて，動的なホームページの作成がで

きることを目的とする． 

達成目標は次の通りである．(1)サーバとクライアント

の関係を理解する．(2)Webサービスについて理解する．

(3) JavaScriptの使い方を修得する．(4)CGIの作成法を

修得する．また，調べる，考える，作る，評価する，修正

する活動を授業の中に取り入れて，社会において必要と

なる問題解決力を高める． 

授業の展開として，まず，その日の教科書(1)の文法や処

理内容に基づいて，スライドを用いて講義を約35分した．

次に，その日の内容を含んだ例題プログラムと演習問題

を記述した資料を配布した．この資料に基づいて，スライ

ドを使ってプログラムについて約10分説明した．その後，
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文法，例題のプログラム例，実行例を参考にして，プログ

ラムを作成する演習問題を提示して演習をさせた(約 45

分)．プログラム例を参考にして，実行して処理の流れや

実行結果を確認できるようにした．演習課題のプログラ

ムができた者には，そのプログラムと報告書のファイル

を LMSに提出させた． 

 演習として，講義内容に示した章に関係した

JavaScriptのプログラムを作成する演習問題を 2題提示

した．1題は，プログラム例に似た問題で，それを少し変

更すればプログラムが作成できるような問題である．も

う 1題は，それを発展させた問題である． 

1 回の授業に 1 個のプログラムは作成して提出するよ

うに指導した．時間がある者には，2題とも作成するよう

に指導した．プログラムが作成できたならば，そのファイ

ルとA4用紙の報告書の枠組みに記入したファイルを提出

させた．報告書に記載する内容は，プログラムリスト，実

行結果，考察である．成績は演習問題，課題などの提出物

と定期試験で総合的に評価した． 

13回に，自主課題として，制御文，配列，などを使っ

て，他の人に使ってもらえる，トランプゲーム，星占い，

算数の学習などのプログラムを設計し，プログラムを作

成する演習をした．その実施する流れは，次の通りである．

12回に自主課題の内容について説明し，次回までに作成

するプログラムを考えて設計し，作れるように準備して

くるように伝える．13回に，(1)プログラムを作成する．

14回に他者評価用紙を配布した後に，(2)作成したプログ

ラムを実行する，(3)相互評価をする，(4)それを参考にプ

ログラムを修正する．次の週の 15 回に，(5)修正したプ

ログラムを再度実行する，(6)再度相互評価をし合う，(7)

適切に修正できているかどうかを確認する，(8)報告書を

書いて，提出する． 
 

３．分析結果 

JavaScriptプログラミングの授業を実践して，意識の

変容を知るために力に関する意識調査を実施した．その

事後調査において，各意識の向上に役立つ活動を尋ねて，

その回答に基づいて意識と活動についてクロス集計した．

そのクロス集計表を用いて，意識と活動をクラスター分

析して，その結果から，意識クラスターの向上に役立つ活

動クラスターが得られたことについて説明する． 

意識と活動についてのクロス集計表は 55 行✕33 列で

ある．それを前節で得られたクラスターごとにセルの度

数を集計した．この表を 4×3 の分割表として，χ２検定

をした．その結果，度数の偏りは有意であった(χ２

(6)=97.6, p<.001)．そこで，残差分析を行った．有意性

が認められたセルの中で正の残差であるセルに着目する． 

この結果から，「１．質問し修正し評価することに関す

る活動」は，「Ⅱ．課題に取り組み修正し遂行する力や表

現に関する意識」と「Ⅲ．プログラムや報告書を読んで理

解する力に関する意識」を高めるのに役立つことがわか

った． 

「２．教科書や演習で学習しプログラムの作成に関す

る活動」は，「Ⅰ．情報収集し課題設定し計画的な学習に

関する意識」を高めるのに役立つことがわかった． 

「３．講義を聞くことに関する活動」は，「Ⅳ．プログ

ラミングへの興味や知識・理解する力に関する意識」を高

めるのに役立つことがわかった． 

 
表１ 意識と活動のクラスターによるクロス集計についてのχ２ 

検定の結果 
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